
 地域における男女共同参画の推進
 主な推進事業 

◦地域活動における男女共同参画の啓発
◦避難場所運営における男女共同参画の推進
◦介護者サロン・カフェの増設
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男
性
の
家
庭
へ
の
参
画
と

男
女
共
同
参
画

　

本
特
集
に
登
場
す
る
よ
う
な
積
極
的
に
育

児
に
か
か
わ
る「
イ
ク
メ
ン
」や
、
料
理
や
掃

除
、
洗
濯
を
手
際
よ
く
こ
な
す「
カ
ジ
ダ
ン
」

は
、
近
年
、
若
い
世
代
を
中
心
に
増
え
て
き

て
い
る
よ
う
で
す
。
仕
事
に
偏
ら
な
い
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
活
を
送

る
こ
と
は
、
男
性
に
と
っ
て
は
、
心
身
の
健

康
を
維
持
で
き
た
り
、
子
ど
も
の
成
長
に
深

く
か
か
わ
る
こ
と
で
充
足
感
を
得
ら
れ
た
り

と
い
っ
た
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
子
育
て
期
の「
イ
ク
メ
ン
」に
限
ら

ず
、
未
婚
率
・
離
婚
率
の
上
昇
に
よ
っ
て
一

人
暮
ら
し
を
す
る
男
性
も
増
加
し
、
ま
た
主

に
嫁
の
役
割
と
さ
れ
て
き
た
自
宅
介
護
を
担

う
男
性
も
多
く
な
る
等
、男
性
の
暮
ら
し
方
・

生
き
方
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

家
の
こ
と
は
女
性
だ
け
が
で
き
れ
ば
よ
い
、

女
性
に
任
せ
て
お
け
ば
よ
い
と
い
う
時
代
で

は
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
体
と
し
て
み
る
と
、
さ
い
た

ま
市
の
調
査（
P3
・
図
２
）に
も
あ
る
よ
う
に
、

男
性
は
ま
だ
ま
だ
仕
事
中
心
の
生
活
を
送
っ

て
お
り
、
家
事
・
育
児
に
費
や
す
時
間
は
、

妻
の
就
労
の
有
無
に
よ
ら
ず
、
か
な
り
少
な

い
の
が
現
状
で
す
。
男
性
が
家
事
・
育
児
に

か
か
わ
ら
な
い
要
因
の
一
つ
に
は
長
時
間
労

働
が
あ
り
、
特
に
、
子
育
て
期
に
あ
た
る

30
・
40
歳
代
の
男
性
の
労
働
時
間
は
長
く

な
っ
て
い
ま
す
。
育
児
休
業
取
得
率
も
、
平

成
24
年
度
に
は
女
性
83
・
6
％
に
比
べ
、
男

性
は
1
・
89
％
と
低
迷
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
社
会
の
成
長
戦
略
の
重
要
施

策
と
し
て
、
女
性
の
活
躍
が
推
進
さ
れ
つ
つ

あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
男
性
の
働
き
方
の
見
直

し
や
家
庭
へ
の
参
画
は
、
女
性
が
活
躍
し
、

管
理
職
等
の
意
思
決
定
過
程
へ
参
画
し
て
い

く
上
で
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
長
時
間
労
働
を

前
提
と
し
た
既
存
の
労
働
環
境
で
は
、「
男

並
み
」
に
働
け
る
限
ら
れ
た
女
性
し
か
活
躍

で
き
な
い
か
ら
で
す
。
男
女
と
も
に
多
様
で

柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
、
同
時
に
能
力
を
発

揮
す
る
こ
と
の
で
き
る
制
度
や
風
土
を
整
え

て
い
く
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
企
業
に
も
、

離
職
率
の
低
下
や
生
産
性
の
向
上
、
多
様
な

価
値
観
に
よ
る
職
場
の
活
性
化
等
を
も
た
ら

し
ま
す
。

家
庭
参
画
か
ら
地
域
参
画
へ
―

男
女
共
同
参
画
の

地
域
づ
く
り
に
む
け
て

　

地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

あ
た
り
、「
さ
い
パ
パ
」の
よ
う
に
、
個
々
の

家
庭
に
点
在
す
る
「
カ
ジ
ダ
ン
・
イ
ク
メ
ン
」

が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
活
動
を
広
げ
て
い

く
こ
と
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
の
活
動
や
子
育
て
支
援
に
は
、
女
性
ば

か
り
が
か
か
わ
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で

す
が
、
子
育
て
中
の
男
性
や
、
時
間
に
余
裕

の
あ
る
退
職
後
の
男
性
等
が
も
っ
と
参
加
し
、

地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
や
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

男
性
の
地
域
活
動
を
推
進
す
る
際
の
留
意

点
は
、
男
性
の
参
加
に
よ
っ
て
女
性
の
意
思

決
定
過
程
へ
の
参
画
が
妨
げ
ら
れ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。
現
在
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長（
小

中
学
校
）の
う
ち
女
性
の
占
め
る
割
合
は
11
・

2
％（
全
国
・
平
成
24
年
）、
自
治
会
長
は
７
・

８
％
（
さ
い
た
ま
市
・
平
成
25
年
、
全
国
４
・

５
％
）
で
、
日
常
的
に
主
に
活
動
す
る
の
は

女
性
で
も
、
ト
ッ
プ
の
ほ
と
ん
ど
は
男
性
で

す
。
企
業
の
取
組
と
同
様
、
多
様
な
意
見
が

取
り
入
れ
ら
れ
る
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
は
、
男
性
の
家
庭
や
地
域
へ
の
参
画

は
、
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
・
登
用
と
両
輪

で
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

通信員のコメント

●峰岸　早苗さん
家事・育児に関わる男性も増
えてきましたが、それはま
だ「手伝う」レベルと感じま
す。更に推進していくために
は、①男女共同参画の視点に
立った幼少期からの教育、②
職場の労働環境の整備と改善
が必要であると考えます。

●新藤　賢一さん
「カジダン・イクメン」の増
加は、女性の就業率の向上や
活躍の促進、及び第２子以降
の出生割合向上に繋がり、企
業にも、優秀な人材の確保、
社員の勤労意欲や集中度・効
率化が高まるなどのメリット
があると思います。

●植原　晴子さん
「カジダン・イクメン」の増
加は、性別に関わりなく子を
守り育てようとする意識を持
つ存在を増やす事になり、良
い子どもを育てるという意味
でも社会的に必要不可欠です。
子どもの幸せを考える場を沢
山作ってほしいです。

～ 女
ひと

と男
ひと

　市民一人ひとりが人権を尊重しあい  共に生きるさいたま市の実現 ～

さいたま市男女共同参画の
まちづくりプランがスタート！

第３次

　本市における男女共同参画施策の今後の方向性と内容を明らかにし、施策の総合的かつ計画的な推進を図
ることを目的に、第３次プランを策定しました。重点事項には、最近の男女共同参画に関する動向などを踏
まえ、第２次プランから継続となった３項目に新たな２項目を加え、５項目を設定しています。

　 ＊ 計 画 に お け る 重 点 事 項 と 具 体 的 施 策 ＊

  応募作品     さいたま市内に在住、在勤の男性が家事や育児
に取り組んでいる写真

  応募資格   さいたま市内に在住・在勤の方
  応募締切   平成26年10月31日（必着）
  応募方法   
●メールでの応募方法
写真データとともに、必要事項※をご記載のうえ、さい
たま市男女共同参画課メールアドレス（danjo-kyodo-
sankakuka＠city.saitama.lg.jp） へ お 送 り く だ さ い。

（メールの容量は1MB以内でお送りください）
●直接持参または郵送での応募方法
写真データを入れたCD－RやUSB等の記録媒体ととも
に、必要事項※をご記載のうえ、直接持参または郵送に
よりご応募ください。（ご郵送いただいた記録媒体はお返
しできませんのでご了承ください）

  あて先    
〒330-9588 さいたま市浦和区常盤六丁目４番４号　
さいたま市役所　男女共同参画課
※必要事項
①応募（撮影）者　氏名（ふりがな）・年齢
②住所　③電話番号　④メールアドレス
⑤タイトル　⑥被写体との関係　
⑦作品のエピソード（100文字程度）

  展　示    
市ホームページ、男女共同参画推進
センター（シーノ大宮センタープラ
ザ３階）、中央区役所、浦和区役所、
岩槻区役所（平成26年12月～平成27年２
月の間を予定しています）

※ 応募作品は、広報物やWEBサイトで多目的に使用することがあります。

カジダン・イクメン写真展
「カジダン・イクメン写真展」を開催します！
あなたの周りに、家事に積極的な男性「カジダン」、日常的に育児を楽しむ男性「イクメン」はいませんか？
家事や育児をしている姿を撮影していただき、エピソードとともにご応募ください！
応募者の中から抽選で、1,000円分の図書券を10名様に進呈します。

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進
 主な推進事業 

◦仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）推進事業
◦積極的な取組を行っている企業等への認証制度の実施

1

女性の経済的自立の促進と「Ｍ字カーブ問題」の
解消に向けた取組の推進
 主な推進事業 

◦再就職支援のための講座等の開催
◦事業所内保育施設推進事業

2

男性にとっての男女共同参画の推進
 主な推進事業 

◦カジダン・イクメン写真展の開催　
◦子育てパパ応援プロジェクト　
◦男性の悩み電話相談の実施

3

女性に対するあらゆる暴力の根絶
 主な推進事業 

◦相談体制の強化と周知
◦女性に対する暴力防止のための情報提供

5

詳しくは、
市ホームページを
ご覧ください。

新

新

作品 ！募集

※この写真はイメージです。

働く女性が増加した今日、女
性の負担は確実に重くなって
います。「カジダン・イクメン」
という言葉に捕われず、男性
が家事や育児をするのは必要
不可欠だと思います。

●山﨑　真実さん
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特 集 カジダン・イクメンの作り方 「
カ
ジ
ダ
ン・
イ
ク
メ
ン
」と

男
女
共
同
参
画
の
推
進

飯
島
　
絵
理
　

国
立
女
性
教
育
会
館
研
究
国
際
室
客
員
研
究
員
。
全
国

の
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
大
学
等
の
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
多
く
の
調
査
研

究
に
携
わ
る
。
國
學
院
大
学
ほ
か
非
常
勤
講
師
。

参考webサイト：国立女性教育会館「男女共同参画と男性」　http://www.gakusyu-program-nwec.jp/


